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渦電流探傷試験、超音波探傷試験及び漏えい率試験に係る 

日本電気協会の規格の技術評価に関する検討チーム 

第２回会合における日本電気協会への説明依頼事項 
 

 

１．原子力発電用機器における渦電流探傷試験指針 

（１）「（解説-D-1100-1）適用」には、「附属書 D 低合金鋼の母材部における疲

労割れの渦電流探傷試験要領」が、文献「Development of the Eddy Current 

Testing (ECT) technique for the Feedwater nozzles of Nuclear Power 

Plant Reactor Pressure Vessels.,Vol.8, No.4, NT-82, EJAM」に基づき定

められていることが記載されています。同文献で用いられたプローブの仕様

について説明してください（適切な周波数とインピーダンスが選定されてい

るかを含む。）。 

（２）附属書 Dに関して、以下の（ａ）～（ｅ）について検討した内容を説明し

てください。 

(a) 放射線照射の効果が、検出特性に与える影響 

(b) 放射線によるノイズが検出結果に与える影響 

(c) 水中で検出する場合と気中で検出する場合の結果の差 

(d) 適用部位 

(e) 各コイル方式への適用性 

（３）附属書 D を追加したことで、本文規定と解説に附属書 D の規定内容が含

まれることになります。この点に関し、以下の（ａ）～（ｅ）について説明

してください。 

(a) 「2320 プローブ」(4)に「プローブには、必要に応じて磁気飽和機能を備

えてもよい。」とされ、「（解説-3200-1）その他の渦電流による手法」に「そ

の他の渦電流による手法として、磁気飽和機能を適用した場合と適用し

ない場合の信号を比較し、指示部の信号が電磁気的信号によるものか否

かを判定する方法などがある。」とされている。ここでいう「磁気飽和機

能」について検討した内容。 

(b) 「2330 対比試験片」の「(2)材料」には、「対比試験片に用いる材料、試験

部と電磁気的特性が同等とする。」とあり、「（解説-2330-2）対比試験の材

料」には、非磁性材料の例が記載されている。低合金鋼における電磁気的

特性の同等性はどのように判断するのか。 

(c) 「2330 対比試験片」の「(5)人工きずの種類、形状及び寸法」には、人工
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きずの深さ及び幅が規定されているが、低合金鋼について検討した内容。 

(d) 「(解説-2120-1)試験部の表面状態」に、「BWR 及び PWR の炉水で形成した

固着スケール（ハードクラッド）は鉄やニッケルなどを主成分とする酸化

皮膜であり、磁性成分が含まれている場合もある」とされている。ハード

クラッドの磁性成分のノイズが検出結果に与える影響。 

(e) 「解説表 3100-2-1 信号の分類」は、低合金鋼にも適用可能であるか。 

 

２．軽水型原子力発電所用機器の供用期間中検査における超音波探傷試験規程 

（１）「（解説-4500-1）オーステナイト系ステンレス鋼溶接金属部を透過させる

探傷」に、「4500 オーステナイト系ステンレス鋼溶接金属部を透過させる探

傷」は、文献「ステンレス鋼溶接金属を透過した UT（検出）確認試験研究の

成果：保全学 Vol.9･No.3･2010,日本保全学会」及び「ステンレス鋼溶接金

属を透過した超音波探傷性能の確認結果（第 2 報）：保全学 Vol.14･No.2･

2015,日本保全学会」に基づいて規定されたことが記載されています。同文

献で用いられたプローブの仕様について説明してください。 

（２）上記文献において使用された試験体の材質と応力腐食割れの実プラント

との模擬性について説明してください。 

（３）「2200 試験評価員及び試験員」に対して「4500 オーステナイト系ステンレ

ス鋼溶接金属部を透過させる探傷」に関する教育訓練を要求事項としていま

せんが、その理由について説明してください。 

（４）「2711 記録，採取手順」(3)h.において、「ボルトのネジ部からのエコーな

ど定常的に検出され，明確に形状エコーと判断できるものについては，その

代表例と検出範囲を記録する。」が追加されましたが、形状エコーの近くに

他のエコーも検出される場合の記録の仕方について説明してください。 

（５）「図-4542-1 突合せ溶接継手の基準感度の設定」には溶接部の記載があり

ません。基準感度の設定に用いる対比試験片ついて説明してください。 

（６）参考文献で開示されている以下の３つの文献に関し、表１に「不明」とさ

れている内容について説明してください。 

（文献１）永田他：ステンレス鋼溶接金属を透過した UT（検出）確認試験

研究の成果、保全学、第 9巻 3号 p.19 (2010) 

（文献２）小林他：ステンレス鋼溶接金属を透過した UT（検出）確認試験

研究の成果、発電技検技術レビュー 第 7巻 p.25 (2011) 

（文献３）瀬良他：ステンレス鋼溶接金属を透過した超音波探傷性能の確

認結果（第 2報）、保全学、第 14 巻 2 号 p.81 (2014) 
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表１ 参考文献の記載内容の概要 

項目 文献１及び２ 文献３ 

フェーズドアレイ探触子

の仕様（素子寸法等） 

不明 Table 2-2 に記載 

試験体の模擬性（母材、溶

接部、、欠陥の種類、亀裂性

状） 

母材：再循環系配管と同等

材（SUS） 

溶接部：再循環系配管と同

等 

欠陥の種類：SCC 

亀裂性状の確認：記載なし 

母材：SUS 管材-SUS 管材、

SUS 管材-鋳造材 

溶接部： 

欠陥の種類：EDM、疲労割

れ、SCC 

亀裂性状の確認：破面解放

等により性状の適切性を

確認 

実欠陥寸法の確認方法 不明 波面解放等により実深さ

を確認 

ブラインド試験の欠陥数 5 個 不明（EDM と疲労割れ、SCC

の割合がわからない） 

SCC の高さ（深さ） 板厚の 15%～60％程度 不明（EDM と疲労割れ、SCC

の区別がわからない） 

無欠陥部の領域数 10 領域 不明 

探傷面の制限方法 亀裂付与側の探傷面をマス

キング 

不明 

欠陥付与面のマスキング 短冊状試験体の側面及び欠

陥付与をマスキング 

不明 

試験の環境 実験室環境 

第三者が探傷状況を確認 

実験室環境 

代表試験体に対して第三

者が探傷状況を確認 

探傷試験員の技量や経験 1 年から 15 年 不明 

試験員数又はチーム数 7 名 不明 

 

 

 


